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今
月
号
の
主
な
内
容

●町報

•平成15年度新入学児童名簿…………… 5

・鹿野川しゃくなげまつりご案内……… 6
・ペッ トボト）レ等の分別収集開始……… 8
●森林組合だより

•第52回肱川町森林組合通常総会開催… 13
●公民館報

・大谷分館スマイルが町内レクバレーで初優勝……14

• おしどり吟行俳句会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15
●社協だより

• 一人暮らしの高齢者等に給食サービス……18

町民の動き

ロ
男

女

人 ... 3,131人(-6) 

... 1,493人(-5) 

... 1,638人(-1) 

世帯数
... 1,082世帯(- 3) 

（平成15年2月28日現在）

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
中
居
喜
代
光
会
長
）
と
中
野
幼
稚
園

（
金
井
顕
園
長
）
が
合
同
で

3
月
4
日
、
鹿
野
川
河
原
で
ひ
な
流
し
を

行
い
ま
し
た
。

園
児
ら

22
人
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
手
作

り
し
た
桟
橋
か
ら
一
人
ず
つ
自
作
の
人
形
を
川
に
流
し
、
手
を
振
っ
て

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
園
児
ら
は
ひ
な
流
し
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

人
た
ち
が
用
意
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
一
緒
に
食
べ
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

っ 1こや8•
吃

@ ）編集・発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 印刷／佐川印刷株式会社 発行／毎月20日1回・全戸配布
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はしご車を見上げる団員

肱
川
町
消
防
出
初
式
が

2

月
11
日
、
風
の
博
物
館
上
の

大
駄
場
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行

わ
れ
、
団
長
以
下
1
4
9
人

が
出
動
し
ま
し
た
。

多
く
の
来
賓
者
が
見
守
る

中
、
服
装
点
検
、
機
械
器
具

点
検
が
行
わ
れ
、
続
く
訓
練

平成15年

溝随出網式

披
露
で
は
、
ポ
ン
。フ
操
法
、

は
し
ご
操
法
、
小
隊
訓
練
が

機
敏
な
動
作
で
行
わ
れ
る
た

び
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、

26
人
の
団

員
に
長
年
に
わ
た
る
消
防
活

動
へ
の
功
績
を
た
た
え
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第

1
分
団
の
操
法
訓

練
へ
の
協
力
者
と
し
て
上
田

建
設
株
式
会
社
と
、
地
元
の

火
災
で
の
消
防
活
動
協
力
者

と
し
て
和
氣
ゆ
り
ゑ
さ
ん

（
肱
栄
）
に
感
謝
状
が
贈
ら

．
 

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
洲
地
区
広
域

消
防
事
務
組
合
で
導
入
さ
れ

た、

40
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご

0
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
9
人）

功
績
章
冨

永

秋

雄

（第

3
分
団
分
団
長
）

勤
続
章
河

野

一

也

（第
1
分
団
団
員
）

永

秀

昭

（第
1
分
団

冨

団
員
）

0
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
冨

永

秋

雄

（第
3
分
団
分
団
長
）

0
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章
寺

尾

秋

広

（第
2
分
団
分
団
長
）

付
消
防
自
動
車
が
披
露
さ

れ
、
は
し
ご
が
徐
々
に
延
長

さ
れ
て
い
く
と
、
そ
の
高
さ

に
会
場
か
ら
は
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
役
場
裏
の
河
原

で
全
分
団
と
川
上
支
署
に
よ

る
6
色
の

一
斉
放
水
が
行
わ

れ
、
出
初
式
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

白 和 菊 橋 山 大 山 中 石 上 藤

高

茂

治

（第
2
分
団

仲

伸

二

（第

3
分
団

家

清
（第
4
分
団

野

富

士

雄

（第
4
分
団

下

渉
（第
5
分
団

野

立

志

（第
5
分
団

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

班
長
）

団
員
）

0
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会

長
表
彰

(
3
人）

勤
続
章
冨

永

幸

広

（第
1
分
団
団
員
）

下

敦
（第
4
分
団
団
員
）

本

孝

博

（第
5
分
団

団
員
）

〇
肱
川
町
長
表
彰

(12
人）

山

本

直

人

（第
1
分
団
団
員
）

地

友

利

（第
1
分
団
団
員
）

氣

順
（第
1
分
団
団
員
）

岩

友

和

（第
1
分
団

団
員
）

渡 宮 和 浅 安 宮

村

正

敏

（第
1
分
団

川

雅

光

（第
3
分
団

川

正

信

（第
4
分
団

葉

貴

義

（第
4
分
団

野

誠

司

（第
5
分
団

田

卓

也

（第
5
分
団

田

哲

男

（第
5
分
団

辺

忍
（第
5
分
団

.J
 

↑
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i
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初

＼z

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
） ・--

見事なはしご操法
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「歌麿館J建設に伴う文化交流により

毎H・地方自治大賞焚励賞を受賞

「狐
釣
之
図
」

9

,

＇J
 

「自然再生」と「交流」をテーマにした
「2002年度毎日・地方自治大賞」の奨励賞に肱
川町が選ばれ、毎日新聞社から 3月14日、楯
と記念品が贈られました。

この「毎日 ・地方自治大賞」は、新時代の
地域づくりを目指し、地域独自の優れた事業、
運動、企画を進めている市町村を顕彰するも
ので、町は喜多川歌麿の版木発見から歌麿館
建設に至る経緯と歌麿館を核にしたその後の

文化交流を「小さな町の大きな宝物」と題す
る論文にまとめ、昨年の 9月に応募していた
ものです。

久保田仁之町長は「この受賞を契機に、貴
重な財産を持つ歌麿館をさらに充実させ、ア
イデアと工夫で多くの方々が浮世絵を見に来
ていただけるような町づくりを進めたい」と
話しています。

、
打
び
羹
羹
i
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1
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ょ
そ
受
巷
笙
焚
良
事
会
団
休
達
令
会

L
i

年

第
9

文
翌
祖
令
ム
な
表
乎
ま
す
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9

紅
ぷ
哀
ぃ
れ
た
ず
，
；：
迄
託
租
咲
ぃ
‘

上
居
貞
丸
氏
に
県
矧
事
表
彰

土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
貢
献

肱
川
町
の
農
業
振
興
の
甚

盤
つ
く
り
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
土
地
改
良
区
。

そ
の
理
事
と
し
て

20
数
年

間
ご
活
躍
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
土
居
貞
丸
氏
（
道
野

尾
）
が

2
月
1
9
日
、
愛
媛
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

総
会
の
席
上
、
永
年
の
功
績

に
対
し
愛
媛
県
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
農
業
・
農
村
の

た
め
に
一
層
の
ご
指
導
ご
活

動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

講
師
の
上
田
道
子
氏

（
愛
媛
県
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ
ー
）

肱
川
・
河
辺
地
区
の
家
族

経
営
協
定
締
結
者
の
つ
ど
い

が
2
月
2
6
日
、
肱
川
町
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在

肱
川
町
で
は
、

6
家
族
19
人

が
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
と
は
、
現

状
の
農
業
経
営
と
暮
ら
し
の

あ
り
方
を
見
直
し
、
み
ん
な

の
話
し
合
い
に
よ
り
家
族

一

人

一
人
の
責
任
と
役
割
、
農

家
経
営
の
運
営
ル
ー
ル
を
取

り
決
め
る
こ
と
で
す
。
専

業
・
兼
業
を
問
わ
ず
、
ど
な

た
で
も
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

今
回
の
つ
ど
い
は
、
家
族

経
営
協
定
締
結
者
相
互
の
惜

ーー、

f —-
情報交換会でのようす

お
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
農
業
委
員
会

634

—

23ll 

報
交
換
と
親
睦
を
図
る
目
的

で
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
子
町
の
上
田
利
幸
・
道

子
夫
妻
を
講
師
に
迎
え
、
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
生
か
し

た
わ
が
家
の
農
業
経
営
」
と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
情
報
交
換
会

で
は
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
来
年
度
は
河
辺
村
で

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

家
族
経
営
協
定
を

締
結
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

31広報ひじかわ 240号
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中野小学校 （金井碩校長）の児童70人が 1月27日、
給食に対する日頃の思いを書いた感想文を給食センタ
ーヘ届けました。その一部をご紹介します。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．  
• きゅうしょくせんた一のみなさんヘ ・． ．  ． いつも、おいしいきゅうしょくあリ ・• がとうございます。きらいなものがで ・： るときもあるけど、たべたらすごくぉ ： 
• いしかったです。そのおかげできらい ・． ． ． • なものも、すきになリました。これか
・らも、がんばってください。 • ．．  
: 1年山内美咲さん ： 
••••••••••••••••••••••••• 

給食センターのみなさんへ

今まで給食あリがとうございまし

た。合までの給食おいしかったです。

ぼくはおとなになったらリ ょうリ人

になりこいです。

3年 岩田 尚樹さん

••••••••••••••••••••••••• ．．  
• 給食センターのみなさんヘ ・． ・ 私はきらいなものがあリました ． ． 
• がみなさんが作ってくださった料 ・•• • 理を食べて、好ききらいなく食べら ・
： れるようになリました。いつもおい ： 
• しい給食を作ってくださってあリが ・． 
• とうございます。

． ． 
: 5年沖野由紀さん ： 
••••••••••••••••••••••••• 

きゅうしよくセンターの人へ

ぼくのすきなメニューはキウイと

スパゲティとリ ンコがはいっている

ボイルやさいです。すきなわけはお

いしいからです。

2年河野広輝さん

••••••••••••••••••••••••• ．．  ． 給食センターの方々へ ． ． 
毎日おいしい給食あリがとうござ

． ． ． ． います。好きな物が出た時は特別早 ． ． ． ． く食べられます。毎日毎日ご苦労さ ． ． 
まです。

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 4年 山内倫太郎さん ． ． ． 
••••••••••••••••••••••••• 

合まで給食を食べてきて本当にお

いしかったです。特にリクエストこ

んだてがおいしかったです。

これからもおいしい給食をぼくた

ちに作ってください。

6年松本 賢吾さん

2003.3 I 4 
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出生祝い金を受取る寺岡

昨
年
の
町
議
会
12
月
定
例

会
で
可
決
し
た
肱
川
町
少
子

化
対
策
条
例
に
基
づ
く
出
生

祝
い
金
の
贈
呈
式
が

2
月
25

日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
生
祝
い
金
は
、
第
2
子

に
10
万
円
、
第
3
子
に

20
万

円
、
第
4
子
に

30
万
円
、
第

5
子
に
は

50
万
円
が
賭
ら
れ

ま
す
。こ
の
制
度
は
、
平
成
14
年

4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
、
出
生
祝
い
金
を
受

給
し
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

孝さん

・
寺

岡

孝

さ

ん
（
中

野

）

ゅ
う
か

第

2
子

（優
香
ち
ゃ
ん
）

・
大
野
拓
也
さ
ん

（中

野

）

れ
い
じ

第

2
子

（礼
慈
ち
ゃ
ん
）

・
桑
原
健
司
さ
ん

（上鹿野
JII
)

ゆ
う
き

第

2
子

（裕
宜
ち
ゃ
ん
）

•

石
家
清
さ
ん

（
道
野
犀
）

こ
う
た

第

3
子

（耕
太
ち
ゃ
ん
）

•
藤
原
優
勝
さ
ん
（
中
居
谷
）

ゆ
う
の
し
ん

第

3
子

（
優
之
臣
ち
ゃ
ん
）

・
冨
永
員
二
さ
ん

（
影
地
）

あ
ゆ
み

第

4
子

（歩
美
ち
ゃ
ん
）

•

堀
浩
明
さ
ん

（
道
野尾
）

第

5
子

3
5ゲ
ゃ
ん
）

出生祝い金を受取る堀 浩明さん
............................................................................................................................ 

巷弓宮ぐ
1毎鯉

” :平成15年度新入学児童 24人］
平成15年度

平成15年4月に町内の小学校へ入学する児童は、

平成8年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた人

です。該当児童の家庭には、就学通知をお送りしま

す。また、該当児童名簿に掲載されていない方は、

町教育委員会学校教育課まで、お知らせください。

就学する児童は、次のとおりです。

(2月28日現在、住民基本台帳から）

小学校新入学児童名簿

学校名 部落名 氏 学校名 部落名 氏

正山小学校

(12人）

道野尾

道野尾 堀

山 槌 久保田

共 石 神

美

籍

一薮

手

名

一

ュ友

パ希

マ麻

共 泉

共

栄

一
栄

一
栄

一
栄

一
栄

一
栄

一栄

藤

大 見

ありさ
リナ

里菜
共 思 田

共

一共

谷

土

共 福

中居谷 大

原

ロ

居

嶋

野

り

ャ耶

ミ美

奇
翌
月

リ梨

サ沙

か

ギ喜

ひ

サ沙

パ希

ヵ翔
71

愛

ナ奈

中野小学校

(8人）

大谷小学校

(3人）

上森山

中

中

小

野

野

薮

下鹿野川

上鹿野川

中居谷 和

予子林小学校(1人） 瓜生谷 堀

氣
一
内

上鹿野川

月野尾

影

大

地

平

大屋敷

森

内
一
大
一
中

亀

大

24 

冨

山

徳
一
高

西

田

田

野

本

田

野

永

内

山

田

山

〗光
ャ

也
品
？
紀

帆

e
a寛
ャ
也
ガ

河
キ
紀
マ
真
バ道

名

一

ク太

ュ由

話付

り啄
羊
土

サ早

リ梨
話
呵
9

達
9

大

‘``美
17

祐

e
幸

計 人
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＿了"‘, 
事 日 程 表

3月30日（日）
開 幕 式

場所／鹿野川園地 （野外舞台）

肱川町俳句大会
〇受付 9:30~ 

4月6日（日）
場所／肱川町郷土文化センター 0開会12:30~ 
（風の博物館・歌麿館）

ヽ

お 余一今コ
4月6日（日） 場所／肱川町郷土文化センター 〇受付 9:30~ 

（風の博物館・歌麿館）

第9回 〇受付

4月16日（水） しゃくなげゲートポール大会
8: 00~8: 30 

〇開会

場所／大駄場ふれあい広場 8: 40~ 

4月19• 20日 えびね展示即売会 〇即売会

26~29日
場所／丸山公園（しゃくなげ谷入口）

11.00~16・00 

肱
川
町
の
春
の
風
物
詩

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
が

ヽ

3
月

30
日
日
か
ら
開
幕

（
 

丸
山
公
園
、
鹿
野
川
園
地
で
は
、

4
月
か
ら

5

月
に
か
け
て
桜
や
ヤ
マ
ブ
キ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
ツ

ッ
ジ
な
ど
が
次
々
と
開
花
し
、
私
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

観
光
協
会
で
は
こ
の
期
間
中
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
表
を
参
考
に
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先

産業課 ff34-2311 

r----------------------------------------------------------------------------------------, 

交通災害共済の災害見舞金のお支払い

交通災害共済に加入し、交通事故により

災害を受けた場合は、加入者ご本人または

その遺族の方がご請求ください。

※災害見舞金を請求できる期間は、交通事故により災

害を受けた日の翌日から2年以内です。

災害見舞金の支払額

請求•お問い合わせ先

創造課

ft 34-2311 

等級

1等級死

2等級

3等級

4等級

5等級

亡

<≪ 
火 害 の 程 度

医師の治療実日数360日以上の傷害

医師の治療実日数180日以上360日未満の傷害

医師の治療実日数96日以上180日未満の傷害

医師の治療実日数80日以上96日未満の傷害

金 額

1,000,000円

200,000円

175,000円

150,000円

125,000円

等級
くくく

火 害 の 程 度

6等級医師の治療実日数64日以上80日未満の傷害

7等級医師の治療実日数48日以上64日未満の傷害

8等級医師の治療実日数32B以上48日未満の傷害

9等級医師の治療実日数16日以上32B未満の傷害

10等級医師の治療実日数7H以上16日未満の傷害

金 額

100,000円

75,000円

50,000円

30,000円

i 
L----------------------------------------------------------------------------------------」

10,000円

2003.3 I 6 



平成15年度から介護保険料か変わります

わたしたちの地域の高齢者が、自立した日常生活を

少しでも長く営むことができるようにするためには、

どのような介護サービスがどの程度必要であるか、ま

た被保険者の保険料負担はどれくらい必要になるのか

を策定しなければなりません。これを「介護保険事業

計画」といい、3年ごとに具体的な計画を定めます。

平成15年4月から新しい事業計画が実施されることに

伴い、介護保険料も新たに設定されることになリます。

介護保険事業計画とは

介護保険制度では、3年ごとに、5年を計画期間とす ・
る「介護保険事業計画」を策定して、介護サービスの

見込み量やサービス確保の方法などを具体的に計画す

ることになっています。第1号被保険者の保険料は、

この事業計画にもとづき決め直されます。

保険料見直しが必要な理由

要介護者が増えている

高齢化の進行にともない 、要介護者の数

が増えています。

サービスの利用が増えている

介護保険制度の定着とともに、サービス

を利用する人の数や利用料が増えています。

在宅 ・施設サービスの基盤整備

必要なときに必要なサービスが受けられるよう、

在宅 ・施設サービスを計画的に整偶しています。

I お問い合わせ先健康課 も 34-2311 | 

忍虞磨忍疇闘髯稔をしてみませんか！
一日看護体験の参加者を募集しています。「将来看護

師になりたい」 学生さんはもち ろん、 「家族の介護に役

立てたい」方、「病院のことを知りたい」方など、日頃

看護とは無縁の生活を送っているOL、主婦、男性の

方々もどなたでも参加できます。

ぜひご応募ください。

【申込方法】

往復はがきに住所、氏名（フリガナ）、年齢、職業 （学生

は学校名 ・学年）、電話番号、希望病院名、洋服サイズを

書き、愛媛県ナースセンターに申し込んでください。

＊中学生・高校生は、参加に関しては学校の許可が必要

です。

【申込締切】平成15年4月15日（火）

開催日 施 設 名

5月14日 市立大洲病院

5月15日 市立八幡浜総合病院

5月17日 真網代くじらリハビリテーション病院

※上記以外にも県内32の病院で看護体験ができます。

ワI広報ひじかわ 240号

ハ 募集

【申込先】愛媛県ナースセンター

〒790-0843 松山市道後町2丁目11-14

社団法人愛媛看護協会内

住 所

大洲市西大洲甲570

八幡浜市大平1-638

ff 089-924-0848 

FAX 089-996-8425 

募集人数

5人

10人

八幡浜市真網代甲229-5 6人



容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
完
全

施
行
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に

3
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
肱
川
町
を
含
む
内
山
衛

生
事
務
組
合
で
の
分
別
は
ま
だ
ま
だ

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
現
状
を

打
破
す
べ
く
、
今
年
4
月
か
ら
、
ペ

．ッ
ト
ボ
ト
ル
と
白
色
ト
レ
イ
の
分
別

収
集
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
白
色
ト
レ
イ
の

み
を
別
々
の
専
用
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

袋
は
各
小
売
店
で
販
売
し
ま
す
。

(
3
月
中
旬
よ
り
販
売
開
始
）

袋
の
大
き
さ
は

2
種
類
で
す
。

大

1
袋

40
円

(10
枚
入
り
4
0
0
円
で
販
売
）

大
き
さ

85crnX65cm

透
明
袋

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ

ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
だ
け
を

次
の
事
項
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ

ヽ
~
゜し

3̂pET ペッ
ト
ボ
ト
ル
の

出
し
方

①
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
マ

ー
ク
が
付
い
て
い
な
く

て
も
、

白
色
ト
レ
イ
で
手
で
簡
単

込^
pS

戸[:'[

L
を
含
む
。
）
の
出
し
方

月

1
回
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

収
集
日
程
は
、

3
月
に
配
布
の

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
発
泡
ト
レ

イ
の
分
別
収
集
に
つ
い
て
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

従
来
の
不
燃
物
置
場

．
 

中

l
袋

30
円

(10
枚
入
り
3
0
0
円
で
販
売
）

大
き
さ

80cmx48Cm

透
明
袋

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
は
ず
し
て
く
だ

さ
い
。

③
キ
ャ
ッ
プ
は
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

④
よ
く
ゆ
す
い
で
、
乾
か
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
飲
料
用
、
醤
油
用
、
酒
類
以
外
に

使
用
さ
れ
た
も
の
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑥
油
類
が
入
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

お問い合せ先

窓口課

環境衛生係

乞34-2311

内線(221)

出
し
て
も
か

に
折
れ
る
も
の
は、

ま
い
ま
せ
ん
。

②
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

③
と
ろ
箱
の
ラ
ベ
ル
や
シ

ー
ル
は
、

き
れ
い
に
は
が
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

④
色
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
従
来

ど
お
り
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
白
色
ト
レ
イ
で
、

手
で
簡
単
に
折

れ
な
い
も
の
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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平成15年度 [nii:5り； （乳幼児版）

●乳児健診● ●ムシ歯予防教室●

月 日 場所 受付時間 月 日 場所 受付時間

5月7日（水） 4月23日（水）

8月6日（水） 7月18日（金）
保健センター 13:00~ 13:30 保健センタ ー 13:00~ 13:30 

11月12日（水） 10月22日（水）

2月18日（水） .1月21日（水）

●1歳6か月児・ 3歳児健診● ●麻しん予防接種（個別接種）●

月 日 場所 受付時間 月 日 場所 対象

6月118（水） ワ月 7日（月）
＼ 福 田 医 院 1歳～

10月8日（水） 保健センタ ー 13:00~ 13:30 7月12日（土）

2月25日（水）

●BCG、日本脳炎、ポリオ、風しん、三種混合予防接種●

予防接種名 月 日 対象 時間 場所

B C G 平成15年4月11日 （金） 3か月～

5月30日 （金）
3歳 4歳

日本脳炎 6月13日 （金）
5歳 •6歳

6月26日 （木）

ポリオ (1回目） 5月15日 （木）
3か月～

(2回目） 11月14日 （金） 13: 30~14: 00 保健センター

風しん 9月11日 （木） 1歳～

三種混合 (1回目） 12月18日 （木）

(2回目） 平成16年 1月8日（木）

(3回目） 2月5日 （木） 3か月～

(4回目） 2月26日 （木）

(5回目） 3月18日 （木）

91広報ひじかわ 240号



1 能力の諸段階 I 

余暇、創作活動など

知的活動能力

●年金などの書類が書ける

●新聞、本や雑誌を読む

●健康についての記事や番組

に関心がある

゜

いざというときに完全に一人暮ら し

ができるレベルの能力

●パスや電車を使って一人で外出する

●日用品の買い物をする

●自分で食事の用意ができる

●請求書の支払いができる

●銀行預金、郵便貯金の出し入れが

できる

▲ 

▼

e
 

地域で社会的な役割を

もち続ける能力

●友だちの家を訪ねる

●家族や友だちの相談にのる

●病人を見舞う

●若い人に自分から話しかける

生
命
維
持

機
能
的
健
康
度

知
覚
ー
認
知

身
体
的
自
立

健
康
長
寿
の
コ
ッ

高
齢
者
の
健
康
と
は

人
は
ど
ん
な
に
健
康
に

気
を
つ
け
て
い
て
も
年
を

と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、

自一
〈合

の
悪
い
と
こ
ろ
や
病
気
が

で
て
く
る
の
は
あ
た
り
ま

え
で
す
。

65
歳
以
上
の
約

60
％
の
人
が
何
ら
か
の
理

由
で
病
院
に
通
っ
て
い
る

と
い
う
実
態
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
は
、
「

一
病
患
災
」
と
い

う
よ
う
に
病
気
が

一
っ
ゃ

二
つ
あ
っ
て
も
、
う
ま
く

老研式活動能力指標 （高次生活機能の尺度）

柴田博ら： ADL研究の最近の動向 社会老年学．21.1984を一部改編

管
理
し
な
が
ら
普
段
の
生
活
に

差
し
障
リ
無
く
、
元
気
で
暮
ら

し
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え

て
、
世
界
保
健
機
関

(
W
H
o
)

は
「
高
齢
者
の
健
康
は
生
活
機

能
の
自
立
度
」
を
目
安
と
す
る

ょ
う
提
言
し
ま
し
た
。

自
立
と
は

歩
く・

食
事
を
す
る
・
ト
イ

レ
に
行
く
•

お
風
呂
に
入
る

・

服
を
脱
い
だ
リ
着
た
リ
す
る
と

い
っ
た
こ
と
が
、
人
の
手
助
け

な
し
に
で
き
る
場
合
を
基
本
的

な
日
常
活
動
動
作
能
力
の
自
立

と
よ
び
ま
す
。
し
か
し
自
宅
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、

買
い
物
を
し
た
リ
‘
簡
単
な
調

理
が
で
き
た
リ
•
お
金
の
管
理

が
で
き
た
リ
と
い
っ
た
能
力
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
高
い
能
力
（
生
活
概
能
）

を
も
ち
続
け
ら
れ
る
か
が
基
本

的
な
日
常
活
動
動
作
能
力
を
保

つ
こ
と
に
つ
な
が
リ
、
ひ
い
て

は
寝
た
き
リ
等
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
る
か
ど
う
か
が
決

ま
リ
ま
す
。

健
康
で
い
る
た
め
に

年
を
と
る
に
つ
れ
て
、
あ
た

リ
ま
え
の
よ
う
に
で
き
て
い
る

活
動
能
力
を
も
ち
続
け
る
こ
と

は
、
徐
々
に
難
し
く
な
っ
て
き

ま
す
。
つ
ま
リ
、
三
つ
（
手
段

的
役
割

・
知
的
能
動
性

・
社
会

的
役
割
）
の
レ
ベ
ル
の
能
力
が

落
ち
る
こ
と
は
介
護
が
必
要
に

な
る
「
ま
え
ぶ
れ

(11
予
知
因

子）
」
と
い
え
ま
す
。

こ
の
能
力
が
落
ち
る
時
期
を

少
し
で
も
先
に
す
る
た
め
、
年

を
と
っ
て
も
知
的
好
奇
心
を
も

ち
、
知
的
活
動
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
い
つ
ま
で
も
人
間

関
係
を
大
切
に
し
、
仕
事
や
家

事
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

みんなそろって

投票しましょう,. 

◎4月13日（日）は

愛媛県議会議員選挙

◎ 4月27日（日）は

肱川町議会議員選挙

の投票日です。
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今
月
の
板
書

◎日本郵政公社の三つの特色

1 日常生活に不可欠なサービスであ る郵政

事業 （郵便、郵便貯金、簡易生命保険等）

を引き続き一体的に提供し、地域社会の発

展に貢献していきます。

住宅ローン返済でお困りの方へ
住宅金融公庫では、 ①不況による倒産

など勤務先の事情により返済が困難にな

り、 ②年収倍率（年収／年間総返済額）

が4倍以下で、 ③返済条件の変更で今後

の返済を継続できる方について、返済期

間を10年間延長するなどの救済措置を講

じています。

お問い合わせ先

住宅金融公庫四国支店

〒760-0017

香川県高松市番町2丁目10番 8号

ff 087-825-051 7 FAX 087-826-6451 

｀璽□璽塁~
日本郵政公社スタート

2
 
日本郵政公社は、全国24,700の郵便局ネ

ットワークを活用し、生活に身近な公共機

関としてサービスを提供していきまず。

3 日本郵政公社は、国の行政機関としての

制約が外れ、経営の融通範囲が広がり、こ

れまで以上に効率的経営及びサービスの改

善を図っていきます。

◎ 公社になっても提供している郵政事業の

サービスはかわりません

やさしさをつなぎ、笑顔を広げる一。

地域に密着した郵便局ネットワークで

みなさまの暮らしを応援します。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空

気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が

多
く
、

一
年
の
う
ち
で
山
林

火
災
が
最
も
多
く
発
生
し
ま

す
。山

林

火

災

の

ほ

と

ん

ど

は
、
山
菜
取
り
に
よ
る
入
山

者
の
タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て
、

た
き
火
な
ど
に
よ
る
火
の
不

始
末
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い

ま
す
。
貴
重
な
森
林
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注

意
を
し
ま
し
ょ

う
。

〇

枯

草

が

あ

る

火

災

の

起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、

た
き
火
な
ど
を
し
な
い
。

0

た
き
火
な
ど
を
し
て
い

る

場

所

を

離

れ

る

と

き

は
、
完
全
に
消
火
を
す
る
。

0

気
象
状
況
に
注
意

し
、

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
な
ど
を
し
な
い
。

0

た
ば
こ
の
吸
殻
は
、
必

ず
消
す
と
と
も
に
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

※

山

林

で

の

火

入

れ

を

行

う
と
き
は
、
役
場
の
許
可
と

消
防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

ま
た
は
消
防
署
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

統
＿
標
語
「
温
暖
化
防
く
森
林

守
ろ
う
火
か
ら
」

山
林
火
災
の防
止
に
つ
い
て

川上支署

11 I広報ひじかわ 240号
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 は
ま

だ

も

え

り

濱
田
萌
里
ち
ゃ
ん

（
瓜
生
谷
）

平
成

12年
4
月
20
日
生

月
寒
S
い
朝
で
も
う

で
ま
く
リ
し
て
る
の
何

で
だ
ろ
う
月
と
兄
ち
ゃ

ん
た
ち
に
歌
わ
れ
て
い

る
元
気
者
の
萌
里
で

す
。
ぽ
っ
ぽ
園
の
大
塚

先
生
か
ら
も
「
給
食
も

り
も
リ
、
お
昼
ね
ぐ
っ

す
リ
」
と
ほ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ね
。

は
じ
め
ま
し
て
、
和

樹
で
す
。
恐
竜
と
お
歌

を
歌
う
の
が
大
好
き
な

僕
の
十
八
番
は
、
大
き

な
古
時
計
で
す
。
お
兄

ち
ゃ
ん
と
―
一
人
、
わ
が

家
は
毎
日
歌
謡
シ
ョ

ー
。
将
来
は
、
歌
手
に

な
ろ
う
か
な
ぁ

。
な
ん

ち
ゃ
っ
て
●

さ l• --• 

ま

つ

だ

か

ず

き

松
田
和
樹
ち
ゃ
ん

（
市
之
畦
）

平
成

12
年

4
月
26
日
生

と

み

な

が

ま

み

冨
永
真
未
ち
ゃ
ん

（
上
鹿
野
川
）

平
成

12
年

4
月
29
日
生

こ
ん
に
ち
は
、
真
未

で
す
！
わ
が
家
の
や
ん

ち
ゃ
姫
で
す
。
「
フ
ン
！

ヤ
ダ
ー
・
ダ
メ
ー
．
」
こ
う

な
っ
た
ら
も
う
誰
に
も

止
め
ら
れ
な
い
。
暴
走

街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
ー

•
こ

ん
な
私
だ
け
ど
ア
ン
パ

ン
マ
ン
が
大
好
き
●
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
ね
！

R

曇

會
冬

綴

平成15年度国家公務員採用試験日程
【大学卒業程度】

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

国家 公務員採 用 I種試 験 4月1日 （火）～4月8日 （火） 5月5日（月）

国家公務員採用 l1種試験 4月14日 （月）～ 4月28日 （月） 6月29日 （日）

国税専門官採用試験

労働基準監督官採用試験 4月1日 （火）～4月17日 （木） 6月15日 （日）

法務教官採用試験

航空管制官採用試験 7月22日 （火）～ 8月5日 （火） 9月28日 （日）

【高校卒業程度】
試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

海上保安学校学生採用試験 （特別） 4月1日 （火）～4月10日 （木） 5月25日 （日）

国家公務員採用 m種試験 7月1日 （火）～ 7月8日 （火） 9月7日 （日）

刑務官採用試験 9月21日 （日）

入国警備官採用試験

皇宮護衛官採用試験 7月22日 （火）～ 8月5日 （火）
9月28日 （日）

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験
8月28日 （木）～ 9月9日 （火）

11月1日 （土）

気象大学校学生採用試験 11月2日 （日）

〔お問い合わせ先〕

〒760-0068

高松市松島町1-17-33

人事院四国事務局

第二課試験係

乞 087-831-4765

FAX 087-831-5315 

人事院ホームページ

http:/ /www.jinji.go.jp/ 
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新役員 平成15年2月21日就任

役職 氏名 住 所

理事 河野美治 山鳥坂608
II 憂 本治雄 宇和川1353

／／ 西本繁次郎 中居谷947

’’ 水口石衛 大谷2350

II 宮田 徹 予子林951

” 上田 武 名荷谷1282

‘’ 兵頭春雄 西50

” 二宮亀男 中津737

” 藤川
貝...... 名荷谷3475

／／ 山本 章 山鳥坂4633
A9 菅野松雄 大谷3850
II 和 気秀久 山鳥坂1822

監事 神井恵一郎 宇和川867

” 沖野次雄 大谷2653-1

// 上岡 茂 名荷谷2155-5

第
52
回
森
林
組
合
通
常
総

会
が

2
月
1
3
日
、
肱
川
町
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
八
幡
浜
地
方
局

大
洲
林
業
課
池
田
暢
課
長
、

県
森
連
兵
頭
績
会
長
、
肱
川

町
宮
田
章
助
役
、
肱
川
町
議

会
渡
辺
弘
務
議
長
、
財
団
法

人
日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
林

左
内
四
国
事
業
所
長
他
、

町

内
各
団
体
長
の
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
。

第

52
回
肱
川
町
森
林
組
合
通
常
総
会
開
催

森
林
組
合
だ
よ
Z

り

組合員

正組合員

829名

河
野
代
表
理
事
組
合
長
の

挨
拶
の
後
、
議
長
に
松
本
金

次
郎
氏
を
選
任
し
て
議
事
に

入
り
、
第

1
号
議
案
か
ら
第

16
号
議
案
ま
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
へ
の
地
域
か
ら
の
期

待
も
高
ま
る
中
、
水
源
林
で

は
水
源
を
守
る
森
林
、

山
沿

い
の
地
域
で
は
自
然
災
害
を

防
ぐ
森
林
、
身
近
な
山
里
地

域
で
は
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与

准組合員

24名

計

853名

出資金

出資口数

287,783 

出資金

57,556,600円

一人当り出資

67,475円

え
る
憩
い
の
森
と

い
う
よ
う
に
、
森

林
が
果
た
す
役
割

も
多
く
の
人
の
関

心
を
集
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

林
業
は
極
め
て

厳
し
い
情
勢
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の

時
こ
そ
林
業
の
担

い
手
に
ふ
さ
わ
し

い
活
動
が
出
来
る

組
合
体
制
強
化
の

た
め
、
平
成

16
年

の
広
域
合
併
に
向

け
て
事
業
の
拡
大

充
実
を
図
り
森
林

の
保
全
と
生
産
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

優良材生産は直材づくりから！

県森連市況（大洲木市） 平成15年2月27日市

□ 径級

杉 桧
長さ

直 曲り 直 曲 り

14-16 15,000 9,000 26,000 22,260 

4m 18上2番 17,100 10,800 25,000 23,300 

24上2番 16,900 12,870 26,000 23,300 

14-16 15,600 10,000 25,110 21,610 

3m 18上 15,860 12,560 24,660 22,600 

24上 14,200 10,730 23,500 20,000 

14-16 17,500 15,500 38,000 30,000 
6m 
18上 18,500 16,000 35,000 33,000 

概況優良材は買気強い。

一般材及び杉 ・桧材は弱気配。

小径木・中目材は保合。

椎茸生産はクヌギ林造成から！

乾椎茸市況（松山椎茸市場） 平成15年2月17日市

市売総数…… 720ケース 11,420kg 
平均単価…...3,324円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 3,400-4,000 どんこ大 ...... 

中 厚 3,400-5,000 どんこ中 ...... 

小 厚 3,000-4,000 どんこ小 ．．．．．． 

大ウス 3,000-4,000 大バレ 2,500-3,000 

中ウ ス 3,000-4,200 中バ レ 2,600-3,500 

小ウス 3,000-4,000 小 バレ 2,400-3,000 

概況秋子～晩秋子で並品中心の市売りとなった。
シワの多い物、足の長い物が多く平均単価
を下げたが、 相場はほぼ保合、依然と して
商社の買気は強く 。今、乾椎茸が注目を浴
びています。

131森林組合だより



優
勝
チ
ー
ム

「
ス
マ
イ
ル
」
（
大
谷
）

町
内
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を

2
月
2
3
日
団
、
中
野
小
学
校
体
育
館
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

2
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
別
の
日

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
各
分
館
か
ら

15
チ
ー
ム

1
2
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

・

．
立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
い

一

H
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
と
も
白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
決
勝
リ
ー
グ
戦
で
は
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
の

勝
者
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
接
戦
と
な
り
、

応
援
に
も
力
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
標
記
の

と
お
り
。
強
豪

「中

野
」

（
中
央
分
館
）

を

「
ス
マ
イ
ル

」

（
大
谷
分
館
）
が
倒

し
、
初
優
勝
し
ま
し

た
。
選
手
、
役
員
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

町
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
マ
イ
ル
（
大
谷
分
館
）
が
初
値
勝
"
・

1 決勝リーグ戦の結果

①中 野 ②黄龍正山 ③スマイル 勝点 負点 順位

①中 野 ＼ 
゜

X 1 1 準優勝

②黄龍正山 X ＼ X 

゜
2 3 位

③スマイル

゜ ゜
＼ 2 

゜
優勝

第1試合 1 2 3 

中 野 15 ， 15 
黄龍正山 8 15 12 

第2試合 1 2 3 

スマイル 15 15 ／／  

黄龍正山 7 ， ／／  

第3試合 1 2 3 

スマイル 7 17 15 

中 野 15 15 8 

雨にも負けず…2時間歩きました

---ニニ-----------— 

< 

表彰式のようす

町
内
小
学
生
を
対
象
に
、

ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を

2

月
8
日
田
に
行
い
ま
し
た
。

ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
数

人
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
歩

き
な
が
ら
問
題
を
解
い
て
い

く
ゲ
ー
ム
で
す
。
当
日
は
あ

い
に
く
と
小
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は

問
題
の
答
え
を
探
し
な
が
ら

元
気
に
仲
良
く
歩
い
て
い
ま

し
た
。

コ
ー

ス
は
風
博
か
ら

鹿
野
川
に
降
り
て
、
ダ
ム
を

回
り
ま
た
風
博
に
戻
っ
て
く

る
と
い
う
と
て
も
長
い
道
の

り
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
で
協

力
し
て
、
小
さ
い
子
が
疲
れ

な
い
よ
う
に
考
え
て
歩
い
て

小
学
生
対
象

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

終
了
後
は
、
さ
わ
や
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
作
っ

て
も
ら
っ
た
カ
レ

ー
を
全
員

で
食
べ

ま
し
た
。
他
の
学
校

の
子
ど
も
達
と
の
交
流
も
で

き
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し

た
。

「みんなで食べるとおいしいね」
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大勢の参加者が交流と親睦を深めました

図
囮
回
匿
塁
困
国

一

お
し
と
り
吟
行
俳
句
会

一

2
月

2
日
間
、
肱
川
文
化
協
会
主
催

に
よ
る
第
5
回
鹿
野
川
湖
お
し
ど
り
吟

行
俳
句
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
吟
行
は

喜
多
郡
・
大
洲
市
内
や
宇
和
島
市
、
宇

和
町
、
中
山
町
な
ど
44
名
の
参
加
者
が

あ
り
、
鹿
野
川
湖
に
飛
来
し
て
い
る
鴛

鴛
、
鴨
等
の
水
鳥
を
題
材
と
し
て
詠
み
、

会
場
を
か
ん
ぽ
の
宿
に
移
し
て
の
二
句

投
句
、
三
句
互
選
の
句
会
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
の
鹿
野
川
湖
は
風
が
強
く
寒

か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
鴛
病
や
鴨
の

陣
、
川
鵜
も
見
ら
れ
好
評
の
吟
行
俳
句

会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
特
別
選
者
に
よ
る
特
選
旬
お

よ
び
上
位
入
賞
者
は
標
記
の
と
お
り
。

◎
井
口
さ
だ
お
先
生
選
特
選
句

羽
排
く
は
受
呼
ぶ
仕
種
離
れ
鴛
喬

と

お

め

が

わ

あ
れ
は
鴨
あ
れ
は
鴛
喬
よ
ど
遠
眼
鏡

◎
谷
本
一
善
先
生
選
特
選
句

う

み

一
斉
に
鴨
翔
つ
湖
の
波
蹴
立
て

か
い
つ
ぶ
り
風
に
逆
ら
い
沈
み
け
り

◎
高
岡
一
柾
先
生
選
特
選
句

群
れ
翔
つ
は
引
き
鴨
な
ら
む
空
青
し

か
い
つ
ぶ
り
面
白
さ
う
に
潜
り
け
り

◎
松
森
向
陽
子
先
生
選
特
選
句

鴨
の
群
動
く
ど
も
な
く
向
変
ふ
る

風
強
き
ほ
ど
水
烏
の
元
気
か
な

◎
一
句
高
点
句
入
賞
者

最
優
秀
賞

ピ

お

め

が

れ

あ
れ
は
鴨
あ
れ
は
鴛
喬
よ
ど
遠
眼
鏡

お
し
ど
り
賞

群
れ
翔
つ
は
引
き
鴨
な
ら
む
空
青

L

鴛
喬
を
目
で
追
ふ
橋
の
吹
き
ざ
さ
し

み

お

は
ぐ
れ
鴨
一
羽
の
水
尾
を
長
く
引
き

鴨

賞
か
い
つ
ぶ
り

OO白
さ
う
に
潜
り
け
り

渡
り
来
て
山
湖
に
な
じ
む
鴛
喬
の
群

大
松
義
一
（
中
山
町
）

字
都
宮
恵
美
子
（
長
洪
町
）

三
好
仙
里
（
宇
和
町
）

田
中
義
孝
（
八
幡
洪
市
）

村
上
勝
子
（
五
十
崎
町
）

優
秀
賞

お

ー

羽
樽
く
は
愛
畔
ぶ
仕
種
離
れ
鴛
喬
隅
田

山
内
栄
（
上
鹿
野
川
）

高
嶋
つ
ど
む
（
内
子
町
）

重
岡
受
（
内
子
町
）

三
好
仙
里
（
字
和
町
）

大
松
義
一
（
中
山
町
）

重
岡

古

向

岡

隅
田
山
内

一
恵
（
大
洲
市
）

愛
（
内
子
町
）

一
柾
（
大
洲
市
）

一
恵
（
大
洲
市
）

栄
（
上
鹿
野
川
）

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
作
品
に

「
ぱ
あ
や
の
お
話
』
と
い
う
詩
が
あ
る
。

ば
あ
や
の
お
話

ば
あ
や
は
あ
れ
っ
き
り
話
さ
な

い
、
あ
の
お
は
な
し
は
、
す
き
だ
の

こ
。＇
 

「
も
う
き
い
た
よ
」
ど
い
っ
た
ど

き
、
ず
ゐ
ぶ
ん
さ
び
し
い
顔
し
て
た
。

ば
あ
や
の
瞳
に
は
、
草
山
の
、
野
茨
の
は

な
が
映
っ
て
た
。
あ
の
お
は
な
し
が
な
っ
か

し
い
、
も
し
も
話
し
て
く
れ
る
な
ら
、
五
度

も
、
十
度
も
、
お
ど
な
し
く
、
だ
ま
っ
て
聞

い
て
ゐ
よ
う
も
の
。

作
者
の
金
子
さ
ん
は
、
「
お
年
寄
り
は
ね
、

ど
ん
な
面
白
い
話
を
聞
く
よ
り
も
、
自
分
の

思
い
出
話
を
聞
い
て
も
ら
う
ほ
う
が
、
ず
っ

と
嬉
し
い
ん
だ
よ
。」
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。

こ
の
詩
は
自
分
の
都
合
を
先
に
し
た
生
き

方
を
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。

子
ど
も
に
「
お
前
は
ま
た
そ
ん
な
こ
と
を

言
う
」
、
「
あ
と
で
聞
く
よ
、
今
は
忙
し
い
か

ら
」
、
「
そ
れ
は
も
う
聞
い
て
い
る
よ
」
な
ど

と
、
素
っ
気
な
く
接
す
る
こ
と
が
あ
り
は
し

な
い
か
。

話
を
聞
く
姿
勢
と
し
て
は
、
身
を
乗
り
出

し
て
聴
く
、
目
を
見
て
相
づ
ち
を
う
つ
、
人

と
向
き
合
う
こ
と
に
手
抜
き
し
な
い
。
こ
ん

な
人
は
、
結
果
的
に
は
「
人
生
上
手
」
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

'ファインダー
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肱
川
町
花
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
が
終
了

し
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
こ
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
団

体
は
、
各
学
校
や
老
人
会
な

ど
19
団
体
あ
り
ま
し
た
。

『ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ

花
が
見
え
る
よ
う
に
』
と
、

今
年
度
か
ら
花
の
種
類
を
統

一
し
て
、
同
じ
時
期
に
植
え

て
み
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も

大
変
意
欲
的
で
、
除
草
作
業

ふ＇， '‘
f
1

-

i

-
全

l
E

ht
 

，
学
校
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
よ
‘

（
予
子
林
小
学
校
）

花
づ
く
り
は
人
づ
く
り

あ
な
た
も
花
い
つ
ば
い
運
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

大
谷
公
民
館
周
辺
の
花
壇
づ
く
り

（
大
谷
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

や
水
や
り
な
ど
が
計
画
的
に

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

新
年
度
に
お
い
て
も
、
各
団

体
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
公
共
の
場
所

を
花
い
つ
ば
い
に
し
て
い
く

予
定
で
す
。

花
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。

こ
の
活
動
を
地
域
の
活
性

化
、
生
活
の
潤
い
の
ひ
と
つ

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

私
が
読
ん
だ
本
の
中
で
、

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

作
品
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

若
い
頃
か
ら
何
度
か
読

ん
で
い
る
モ
ン
ゴ
メ
リ
の

「
ア
ン
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
大

好
き
な
作
品
で
す
。
「
ア
ン

の
青
春
」
「
ア
ン
の
愛
情
」

「
ア
ン
の
友
達
」
な
ど
は
、

読
ん
だ
後
ホ
ッ
と
し
た
気

分
に
な
り
ま
す
。
「
ゲ
ー
ム

の
達
人
」
な
ど
多
く
の
本

を
書
い
て
い
る
シ
ド
ニ
ィ
・

ネ
シ
ャ
ン

・
サ
ー
ガ

I

ラ
ル
フ
・
イ
ー
ザ
ウ

ネ
シ
ャ
ン
・
サ
ー
ガ

II

ラ
ル
フ
・
イ
ー
ザ
ウ

ネ
シ
ャ
ン
・
サ
ー
ガ

III

ラ
ル
フ
・
イ
ー
ザ
ウ

ロ
ー
ワ
ン
と
魔
法
の
地
図
エ
ミ
リ
・
ロ
ッ
ダ

ロ
ー
ワ
ン
と
黄
金
の
谷
の
謎
エ
ミ
リ
・
ロ
ッ
ダ

ロ
ー
ワ
ン
と
伝
説
の
水
晶
エ
ミ
リ
・
ロ
ッ
ダ

こ
こ
ろ
に
水
を
や
り
育
て
る
た
め
の

50
の
レ
ッ
ス
ン

廣

瀬

裕

子

自
分
を
大
切
に
す
る
た
め
の
小
さ
な
ノ
ー
ト
廣

瀬

裕

子

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
た
め
の

50
の
小
さ
な
約
束

廣

瀬

裕

子

図
書
委
員

冨

永

光

恵

（
下
鹿
野
川
）

シ
ェ
ル
ダ
ン
の
作
品
は
、

一

気
に
読
ま
せ
る
お
も
し
ろ

さ
が
あ
り
、
時
間
も
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
中
国
女

性

3
代
の
記
録
を
残
し
た

ュ
ン
・
チ
ア
ン
の
「
ワ
イ

ル
ド
・
ス
ワ
ン
」
、
北
朝
鮮

か
ら
亡
命
し
た
申
英
姫
の

ン

イ

ル

「
私
は
金
正
日
の
踊
り
子
だ

っ
た
」
な
ど
の
作
品
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
苛
酷
な

ほ

ん

ろ

う

運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
、
力
強
く
自
分
の
生
き

方
を
見
つ
け
だ
し
た
女
性

達
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た

。

ま
た
、
天
童
荒
太
の
「
永

遠
の
仔
」
で
は
、
家
族
の

在
り
方
、
親
子
の
愛
情
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
心
境
の
時
、

い
ろ
い
ろ
な
本
と
出
会
っ

て
き
ま
し
た

。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
作
品
は
私
に
広

い
世
界
を
、
ま
た
、
た
＜

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
に
も
た
く
さ
ん

の
本
が
並
ん
で
い
ま
す
。

一
年
間
に
説
め
る
本
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き

る
だ
け
い
ろ
ん
な
本
を
読

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
図
書
館
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
標
に
い
ど
む
青
春

松
井
秀
喜
物
語

甘
や
か
さ
れ
す
ぎ
る
こ
ど
も
た
ち

生
き
て
ま
す
15
歳

種
ま
く
子
供
た
ち

1
8歳
•

青
春
ま
っ
し
ぐ
ら

つ
ら
い
心
へ
の
処
方
箋

宮
尾
本
平
家
物
語
一

宮
尾
本
平
家
物
語
ニ

対
決
ー
・
ソ
ー
サ
と
マ
グ
ワ
イ
アロ
ー
ラ
・
ド
リ
ス
コ
ル

永

谷

脩

広

岡

勲

ク
ラ
イ
ン
孝
子

井
上
美
由
紀

佐

藤

律

子

今
田
真
由
美

宮
子
あ
ず
さ

宮
尾
登
美
子

宮
尾
登
美
子
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” 笠惹延夏

自分で考え自分で行動
できる人に育ってほしいなら。
子どもの進む先の障害物を先回りして
どけたり（過保護）、 一歩一歩にあれこ

れ指示をしたり（過干渉）するのではな
く、子どもが好きなものを見つけるまで

待ち、できるだけ子どもの力を信頼し、
それを見守り、力付けましょう 。あれこ
れしないで見守ることは、モノを買って
やったり何かをしてやったりするより、
ずっと難しく愛情がいることです。
また、親は自分が子どものために考え
たことは正しいと思いがちですが、必ず
しもそうとは限りません。自分の思いや

考えを押しつけるのではなく、「お前は
どう思う？」と、まず子どもの言い分を

じっくり聞き、子どもの気持ちをしっか
り受け止めてから、「自分はこう思うん
だが。」と、一緒に考え一緒に学んでい

く姿勢が大切です。
子どもが自分で考え、勇気を持って行
動し、達成感を味わう、または失敗から
学び強くなるチャンスなどを子どもから
奪わないように気をつけましょう 。

過保護や過干渉はやめる

子ともが家で磨につけたことは
生涯すっと生き続ける…

一人でもわかってくれる人が
いれば生きていける。

子どもが、いじめなどで苦しみ、耐えきれずに自ら命を
絶つようなことは決してあってはいけません。

親は、子どもをよく観察し、よく会話をし、いじめられ
たり、思い悩んだりしていないか、細心の注意を払いまし
ょう。何かに気付いた時は、落ち着いて子どもの話をじっ
くりと聞き、気持ちをありのままに受け止め、苦難を乗り
越えていく勇気と愛情を与えましょう。
また、学校もいじめをなくすために真剣に努力していま
す。担任の先生が対応することで半数近くはいじめられな
くなっており、それでいじめが悪化するようなことはわず
かしかありません。
話せばきっとだれかが力になってくれるから、苦しみは
自分だけで抱え込まずに、勇気を出して、家族や、先生、

友人などに相談するよう、子どもと日ごろからよく話し合
っておきましょう。

【学級担任教員がいじめの訴えに対応した結果1

三胃五；：；：：つt- I ;［［ I [［ 
（注）「いじめられた経験がある」と回答した小学生 (4~6年生）約450人、中
学生約600人、高校生約100人に対して、「担任のいじめへの対応の結果は
どうなったか」と聞いた結果

資料： 「児童生徒のいじめ等に関するアンケート調査結果」平成6/7年・文部省

子ともの自殺を防止する

多
く
の
人
に
と
っ
て
、
人

権
や
部
落
差
別
に
つ
い
て
系

統
的
か
つ
幅
広
く
学
習
す
る

機
会
は
、
高
等
学
校
で
の
学

習
が
最
後
に
な
リ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
肱
川
分
校
も
含
め

て
県
下
の
す
べ
て
の
高
等
学

校
で
は
、
生
徒
た
ち
が
社
会

に
出
た
後
も
自
ら
学
び
考
え

ら
れ
る
よ
う
、

日
々
の
あ
ら

ゆ
る
学
習
や
活
動
こ
そ
が
人

権
・
固
和
敬
育
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
に
立
ち
、
特
別
な

も
の
で
は
な
く
日
常
的
な
活

動
を
中
心
に
、
固
和
問
題
を

中
心
と
す
る
人
権
周
題
に
つ

い
て
の
学
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、

些
細
な
こ
と
の
中
に
潜
む
周

題
を
感
じ
と
る
感
性
、
そ
し

て
解
決
に
固
け
て
た
く
ま
し

く
行
動
で
き
る
勇
気
を
持
っ

た
人
醐
を
育
成
す
べ
く
、
全

敦
職
邑
が
協
力
し
て
指
導
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
時
代
は
「
就

職
差
別
」
や
「
結
婚
差
別
」

と
い
う
言
葉
が
現
実
味
を
帯

び
て
く
る
年
代
で
も
あ
リ
、

機
会
を
逃
さ
ず
学
習
に
取
リ

組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
大

洲

・
喜
多
地
区
の
高
等
学
校

は
、
職
業
安
定
所
の
協
力
を

得
て
、
採
用
試
験
に
お
い
て

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
の
あ
る
14
項
目
の
質
思
を

企
業
は
し
な
い
よ
う
、
長
年

熱
心
に
取
リ
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
就
職
差
別

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る

質
周
の
件
数
は
か
な
り
減
少

し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
で

は
こ
の
取
組
は
愛
媛
県
全
体

に
お
い
て
も
、
着
実
に
そ
の

成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
組
は
、
就
職
を
希
望
す

る
全
て
の
高
校
生
だ
け
の
周

題
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

人
権
・
同
和
敦
育
は
、
自

分
自
身
に
周
い
か
け
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
毅
え
て
く

れ
ま
す
。

自
身
の
理
想
を
高

く
持
ち
、
そ
れ
に
近
づ
け
る

よ
う
に
今
後
と
も
努
力
を
し

続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学
校
肱
川
分
校
教
諭
自
穴
合
苗
I

や
]

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
年

6
回

(10
月
か
ら

3
月

ま
で
各
月

1
回
）
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

・

こ
れ
に
併
せ
て
、
今
年
も

2
月

14
日
に
民
生
委
員
女
性

部
に
よ
る
「
お
は
ぎ
」
と
そ

よ
か
ぜ
グ
ル
ー
プ
（
菅
野
ナ

力
ヱ
代
表
）
に
よ
る
「
手
作

り
こ
ん
に
ゃ
く
」
を
給
食
と

一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。
「お

は
ぎ
」
は

7
人
の
民
生
委
員

女
性
部
の
方
が
早
朝
よ
り
心

を
込
め
て
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
「
手
作
り
こ

ん
に
ゃ
く
」
は
、
そ
よ
か
ぜ

グ
ル
ー
プ
の

4
人
の
皆
さ
ん

か
ら
高
齢
者
の
方
の
た
め
に

と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん

＿
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に

「
お
は
ぎ
」
と
「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
」

の
給
食
サ
ー
ビ
ス

が
給
食
と
一
緒
に

63
人
の
方

に
配
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。
そ
よ
か
ぜ

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
、
民
生

委
員
女
性
部
の
皆
さ
ん
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ロ
23

f3
,

'
ニ
即

6

介護の豆知識
もしものときの応急処置

寝たきりになる原因は、いろいろありますが、なかでも、首位を占

めているのが脳卒中です。倒れたときの処置が遅れたり、適切でない

と、死亡につながることも少なくありません。

一刻も早く適切な処置をして、後遺症を防ぎ、窟たきりにならない

よう早く治療を受けましょう。

小

薮

和

氣

洋

一

様

郷

粟

田

庄

三

郎

様

中

居

谷

戒

野

嘉

孝

様

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

—ぐ

し

①
動
か
さ
な
い
の
が

原
則
。
ト
イ
レ
な
ど

で
発
作
が
起
こ
っ
た

と
き
は
、
静
か
に
運

び
出
し
ま
す
。

②

「
息
の
道
を
ふ
さ
ぐ

な」
。
衣
服
を
ゆ
る
め
気

道
を
確
保
し
ま
す
。
首
を

前
屈
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
、
お
う
吐
し
て
い
た
ら

横
を
向
か
せ
て
吐
い
た
も

の
を
取
リ
出
し
ま
す
。
入

れ
歯
は
は
ず
し
ま
す
。

■医
師
連
絡
の
要
点

①
発
作
の
起
こ
っ
た
時
刻
と
経
過
時
間
。

②
意
識
は
は
っ
き
リ
し
て
い
る
か

（
呼
べ
ば
答
え
る
か
、
つ
ね
っ
て
反
応
は
？
）。

③
ど
ん
な
呼
吸
を
し
て
い
る
か
。

④
手
足
は
動
く
か
、
ど
ん
な
肢
位
で
硬
直
し
て
い
る
か
。

⑤
舌
が
も
つ
れ
る
か
、
強
い
頭
痛
を
訴
え
る
か
。

■ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
救
急
法

「
息
の
道
を
ふ
さ
ぐ
な
」
。
つ

＊
脳
卒
中
で
倒
れ
た
と
き
＊

脳
出
血
や
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
と
き
の
特
徴
は
、
意
識
障
害
、
片

側
の
手
足
の
マ
ヒ
、
言
語
障
害
、
さ
ら
に
頭
痛
や
吐
き
気
を
と
も

な
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
く
も
膜
下
出
血
は
、
ふ
つ
う
片
マ

ヒ
は
な
い
の
で
す
が
、
激
し
い
頭
痛
、
吐
き
気
、
お
う
吐
を
と
も

な
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
注
意
し
た
い
の
は
、

ま
り
気
道
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

③
す
ぐ
に
医
師
や
救

急
車
に
連
絡
し
ま
す
。

絶
対
に
揺
さ
ぶ
っ
た

リ
、
抱
き
起
こ
し
た

リ
、
大
声
で
名
前
を

呼
ん
だ
リ
し
な
い
こ

と
。
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必忌＠初レンジ-
保健衛生 保健センター ff34-2340 4月の当直医

種別 日（躍） ,1了- 事

2 （水）子宮がん検診

3 （木）子宮がん検診

4 ⑤ 子宮がん検診

成 8閲 子宮がん検診 乳がん検診

人 14（月）リハビリ教室

保

健

1ワ（木）肺がん検診

母 11直）BCG予防接種

健孟23（水）ムシ歯予防教室
そ
の 9 （水）献 血
他

燃やせないごみ I 
【収集日】 4月15日（失）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】
大和・中野・下鹿野川
上鹿野川 ・八重栗・上森山
京造 ・見の越 ・月野尾
正山地区・岩谷地区

予子林地区

古紙収集日

4月19巳（土）

＊当日の朝7時までに

指定の場所へ

I犬とねこの引取日 I
4月15日（失）

＊当日の朝9時までに

役場に連れてきてください。

19 I広報ひじかわ 240号

場 、所 時 間 日（曜） 病院名 電話番号

保健センター 13: 00~14: 00 

JA宇和 JII 13: 00~14: 00 
6 （日）末光眠科 24-1500 

大谷公民館 13 ・ 00~14: 00 田渡クリニック 25-3217 

保健センター 13: 00~14: 00 
13（日）
辻内科医院 52-01ワ4

保健センター 13: 00~16: 00 
20（日）浦岡 医院 24-2024 

JA宇和川 9 :00~9 :50 

岩谷ダム相談所 10 : 20~10 : 40 般 27（日）平 田 医院 24-1200 

JA予子林 11: 10~J1 :30 29侠） いんなみ思科•神経 24-0700 

大谷公民館 13: 30~14: 00 
月・失 市立大う州病院 24-2151 

保健センター 14: 30~15: 00 

保健センター 13: 00~14: 00 
救 水 加戸病院 24-5101 

保健センター 9 : 30~10: 30 
急 木 大洲I記念病院 25-2022 

道 の 駅 9 : 30~11 : 00 
金～日 大洲1中央病院 24-4551 

保健センター 12: 30~16: 00 
＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表 社会保険一日出張相談所

6 （日） 肱川町俳句大会•お茶会 大)j朴商工会議所

8 ⑳ 各小学校入学式・始業式 4月7日（月）・22日（失）

8図 大う州高校肱川分校入学式 内子町商工会

9 （水）肱川中学校入学式 4月8日（失）・23日（水）

16（水）しゃくなげゲートボール大会

18遥）第 1回自治会長会 | 慶 弔
19 山えびね展示即売会 (~20)

26吐）えびね展示即売会 (------29) j ■おすこやかに■
29⑳町行政60周年記念式

30（水）町税等出張受入れ

行政相 」袋

【日時】

4月7日（月）

午後1時30分～4時30分

【場所】公民館青年室

【相談員】角田和三

芯臣 ごと相談

4月ワ日（月）

【相談員】山本 節子 ・兵豆貝 達行

【時眉］】午後1特30分～4時30分

【場所】公民館青年室

: 2 / 2 畑山 永と遠わちゃん（中 津）

■おしあわせに■
（西田 等さん（共 栄）

山田真知子さん（五十崎町）

■やすらかに■
中川八重子さん (89歳・八重栗）

竹木小平さん (90歳 ・大 平）

和氣竹雄さん (71歳・小 薮）

高橋守都司さん (65歳・上嵯峨谷）

藤原光利さん (85歳・上嵯峨谷）

東 順一さん（ 79歳・ 柳 ） 

栗田クニヱさん (103歳・ 郷 ） 
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村上春義さんの説明を受ける正山小学校児童

炭
焼
き
を
体
験
す
る
こ
と
で
自
然
の
す
は
ら
し

さ
を
学
ほ
う
と

2
月
17
日
と

28
日
、
正
山
小
学
校

（
垣
見
節
子
校
長）

で
森
林
・
林
業
体
験
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
し
た
の
は

3
年
生

か
ら

6
年
生
ま
で
の
子
と
も
た
ち

44
人
。
炭
焼
き

の
体
験
は
全
員
初
め
て
で
し
た
。

(2
月
17
日
）

炭
焼
き
の
作
業
に
入
る
前
に
、
愛

媛
県
八
幡
浜
地
方
局
大
汎
林
業
課
の

篠
原
誓
治
主
席
改
良
指
導
貝
か
ら

「
森
林
の
大
切
さ
や
森
林
と
人
問
と
の

つ
な
が
リ
」
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、

続
い
て
笹
岡
司
技
師
か
ら
[
LLJ

灰
の
種

類
、
作
リ
方
、
利
用
の
仕
方
」
な
ど

に
つ
い
て
説
甲
を
受
け
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
見
本
の
炭
が
回
っ
て

く
る
と
早
速
顔
に
炭
を
塗
リ
合
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
村
上
春

義
さ
ん
（
協
生
）
所
有
の
炭
窯
ま
で

歩
い
て
移
動
し
、
村
上
さ
ん
か
ら
炭

焼
き
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
い
た
あ
と

6
班
に
分
か
れ
、
炭
窯
の
中
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
班
ご
と
に
中
に
入

っ
て
観
察
し
ま
し
た
。
続
い
て
名
自

が
持
参
し
た
リ
ン
コ
や
カ
ボ
チ
ャ

、

菜
の
花
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア
用
に
す
る

「
お
花
炭
」
の
材
料
を
缶
に
入
れ
、
炭

窯
の
中
に
運
び
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

炭
に
な
る
前
と
後
で
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
か
を
実
験
す
る
た
め
、
原
木

の
長
さ
や
重
さ
を
計
リ
、
記
録
し
ま

し
た
。
ク
ヌ
ギ
の
原
木
を
切
る
作
業

で
は
、
男
の
子
た
ち
が
何
秒
で
切
リ

終
え
る
か
を
競
争
し
合
い
、
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
切

っ
た
原
木
を
炭
窯
に
詰
め
、
こ
の
日

の
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
。

’‘’ 

菜の花も炭になるかな？

(2
月
28
日
）

子
と
も
た
ち
は
こ
の

日
、
炭
の
粉
を
吸
わ
な

い
よ
う
マ
ス
ク
な
ど
を

付
け
、
木
炭
や
お
花
炭

を
炭
窯
か
ら
運
び
出
し
、

で
き
た
木
炭
を
適
当
な

長
さ
に
切
る
作
業
に
取

リ
組
み
ま
し
た
。
原
木

の
長
さ
や
重
さ
の
変
化

を
知
る
実
験
の
結
果
で

は
、
長
さ
は

2
0
s
3
0
セ

ン
チ
短
く
な
リ
、
重
さ

は
7
S
8
キ
ロ
グ
ラ
ム

減
っ
て
お
リ
、
子
ど
も

た
ち
の
予
想
以
上
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の
あ

と
小
学
校
に
戻
リ
、
自

分
た
ち
が
焼
い
た
炭
で

失
を
お
こ
し
、
か
き
も

ち
を
焼
い
て
食
べ
ま
し

た
。
今
回
の
正
山
小
学

クヌギの原木を切る作業

校
の
炭
焼
き
体
験
は
、
テ
レ
ビ

愛
媛
の
「
お
茶
ど
き
っ
」
の
番

組
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

脱
臭
や
水
の
浄
化
な
ど
、
暮

ら
し
の
中
に
さ
リ
げ
な
く
炭
を

取
リ
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
現
在
で
す
が
、
炭
焼
き
は
、

こ
の
肱
川
町
の
主
産
業
の
―
つ

で
あ
っ
た
時
代
も
あ
リ
ま
し
た
。

今
回
炭
焼
き
を
体
験
し
た
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
古
く
か
ら

町
に
伝
わ
る
文
化
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
自
分
が
持
ち
込
ん
だ

果
物
や
野
菜
が
実
際
に
炭
に
な

る
体
験
を
し
て
、
炭
に
対
し
特

別
の
思
い
を
抱
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
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炭になったミカンやマツボックリ

◎肱川町ホームページアドレス： http://www.town.hijikawa.ehime.jp
◎ /I (iモード対応） ：http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 2003. 3 j 20. 
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